
市
長
独
言
№ 93
…
「
海
の
道
」
と
天
女
ヶ
倉

　
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
「
昭
和
百
年
」、
種
子
島
の
国
道
58
号
は
施
行
50
年
に
あ
た

り
ま
す
。
西
之
表
か
ら
島
間
ま
で
の
県
道
55
キ
ロ
の
国
道
へ
の
昇
格
が
１
９
７
４
年
11
月

に
決
定
し
、
７
５
年
４
月
１
日
に
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
か
ら
種
子
島
、
奄

美
大
島
を
経
て
沖
縄
に
至
る
「
海
の
国
道
」
で
す
。

　
海
の
道
か
ら
の
連
想
と
し
て
、
私
は
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
し
ま
山
百
選
」
に

選
定
さ
れ
た
種
子
島
の
天
女
ヶ
倉(

あ
ま
め
が
く
ら)

（
標
高
２
３
８
メ
ー
ト
ル
）
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
。
全
国
93
島
か
ら
百
山
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
天
女
ヶ
倉
に
は
、
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。
昔
、
天
狗
が
大
き
な
岩
を
背
負
い
、
種
子

島
の
北
端
か
ら
南
へ
運
ぶ
途
中
に
立
ち
寄
っ
て
一
休
み
し

た
と
き
、
し
ば
っ
て
い
た
縄
が
切
れ
た
の
で
岩
を
残
し
て

去
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
は
天
女
ヶ
倉
神
社
の
御
神
体

と
し
て
大
切
に
祀
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
神
様
は
神
楽
が
好

き
な
天
女
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
。（「
種
子
島
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
か
ら
）。

　
頂
上
に
あ
る
巨
岩
の
周
辺
は
今
も
信
仰
の
対
象
で
あ

り
、
世
界
遺
産
に
な
っ
た
沖
ノ
島
（
福
岡
県
宗
像
市
）
の

祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
沖
ノ
島
は
自
然

崇
拝
を
元
に
し
た
祭
祀
が
４
世
紀
以
来
現
代
ま
で
続
い
て

い
る
こ
と
や
、
航
海
安
全
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
特
徴

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
に
開
か
れ
る「
み
あ
れ
祭
」

は
、
宗
像
大
社
を
構
成
す
る
沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）
と
中
津
宮
（
宗
像
大
島
）
と
辺
津
宮
に

祭
ら
れ
る
３
女
神
が
年
に
一
度
集
ま
る
海
上
神
事
で
、
多
数
の
漁
船
が
女
神
の
御
座
船
を

囲
ん
で
海
上
を
行
進
す
る
壮
観
な
祭
り
で
す
。

　
天
女
ヶ
倉
は
眼
下
に
安
納
、
現
和
な
ど
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
安
納
い
も
の
畑
が
広
が
り
ま

す
。
頂
上
付
近
か
ら
は
太
平
洋
だ
け
で
な
く
東
シ
ナ
海
や
馬
毛
島
も
望
み
、
近
く
に
は
庄

司
浦
な
ど
古
く
か
ら
の
港
が
あ
り
、
風
本
神
社
は
航
海
安
全
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

島
を
統
治
し
た
種
子
島
家
は
琉
球
と
の
交
易
を
し
ま
し
た
。
鉄
砲
ま
つ
り
は
戦
後
、「
港
ま

つ
り
」
か
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
海
の
道
の
歴
史
を
思
い
ま
す
。

天女ヶ倉の巨岩

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 212 弾第 212 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【作り方】
① あずきは煮て、八分つきにしておく。
② ①に水と砂糖を入れて、よく混ぜる。
③ 卵白を泡立てて、②とさっくり混ぜる。
④ もち粉を、ダマができないように数回に分けて入れ、よく混ぜ合わせる。
⑤ 流し箱にラップをしき、④を入れて約 40 ～ 45 分蒸す。竹ぐしをさしてみて、生地がついてこなけれ
　ば出来あがり。
※茹であずき缶を使っても良い。その時は砂糖の量を控える。
※かるかん粉を同量の上新粉に替えると、モチモチとした食感になります。

【材料】
あずき…150g
かるかん粉…120g
もち粉…30g
砂糖…150g

水…150 ㏄
卵白…2 個分
塩…少々

「こうらい（これがし）」「こうらい（これがし）」～盆や正月、冠婚葬祭の折に作られた伝統菓子～～盆や正月、冠婚葬祭の折に作られた伝統菓子～

⑬ 市政の窓2025.1 月号


